
微分積分演習 I (2020年度) 担当: 鈴木 敏行

第2回 積・商の微分／逆三角関数

2.1.基本的な関数の導関数 前回紹介したものを実際に使ってみよう.

例 2.1. 次の導関数を求めなさい. (1) y = 3 sinx+ 4 cosx. (2) y = 3x − x3.

(1) y′ = 3(sinx)′ + 4(cosx)′ = 3(cosx) + 4(− sinx) = 3 cosx− 4 sinx.

(2) y′ = (3x)′ − (x3)′ = 3x log 3− 3x2. 第 1項は指数関数・第 2項はべき乗

また, y = f(ax+ b)のとき y′ = af ′(ax+ b)になる. 実際, g(x) = f(ax+ b)とすれば,

g′(x) = lim
h→0

g(x+ h)− g(x)

h
= lim

h→0

例 2.2. y = 3 sin 2x の導関数は y′ = 3× 2 cos 2x = 6 cos 2x.

問 2.1. 次の関数の導関数を求めなさい.

(1) y = 6ex (2) y = 3 log2 x (3) y = 5 cos 4x (4) y = tan 2πx (5) y = 4e3x + 2e−3x

2.2.積の微分法・商の微分法
y = f(x)g(x)の導関数は y′ = f ′(x)g(x) + f(x)g′(x).

y =
f(x)

g(x)
の導関数は y′ =

f ′(x)g(x)− f(x)g′(x)

g(x)2
.

例 2.3. 次の導関数を求めなさい. (1) y = ex cosx. (2) y =
x

x3 + 1
.

(1) y′ = (ex)′(cosx) + (ex)(cosx)′ = (ex)(cosx) + (ex)(− sinx) = ex cosx− ex sinx = ex(cosx− sinx).

(2) y′ =
(x)′(x3 + 1)− (x)(x3 + 1)′

(x3 + 1)2
=

(1)(x3 + 1)− (x)(3x2)

(x3 + 1)2
=

x3 + 1− 3x3

(x3 + 1)2
=

−2x3 + 1

(x3 + 1)2
.



y = x3 log xの導関数は

y′ =
( ) ( ) ( ) ( )

=

y =
ex

sinx
の導関数は

y′ =

( ) ( ) ( ) ( )( ) =

問 2.2. 次の関数の導関数を求めなさい.

(1) y =
3x+ 5

x2 + 2x+ 4
(2) y = x7 log x (3) y = e−3x cos 4x

(4) y =
x4

log x
(5) y =

ex

x2 + 1
(6) y = x3e−x



2.3.逆三角関数 y = f(x)の逆関数を求めるには, xについて解けばよい. それを三角関数でやろうとすると, 解
が 1つに定まらないので, 範囲をあらかじめ制限しておく必要がある.
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y = sinx

y = cosx

y = tanx

y = arcsinx y = arccosx

(y = sin−1 x) (y = cos−1 x)

y = arctanx

(y = tan−1 x)
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• y = sinxは で単調増加で, 値の範囲は .

⇒ 逆関数 arcsinx は から への関数になる.

• y = cosxは で単調減少で, 値の範囲は .

⇒ 逆関数 arccosx は から への関数になる.

• y = tanxは で単調増加で, 値の範囲は .

⇒ 逆関数 arctanx は から への関数になる.



以下の表を完成させて理解しよう. ただし, arctan(±∞)は lim
x→±∞

arctanx を意味する.
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関数電卓やプログラミング言語では arcsinのことを asinと用いている場合もある.

注意 2.1. sin(arcsinx) = xは問題ないが, arcsin(sinx) = xとは限らない. これが成立するのは−π

2
≦ x ≦ π

2
の

みである. 同様に, cos(arccosx) = x, tan(arctanx) = xは問題なく成立するが, arccos(cosx) = xは 0 ≦ x ≦ πの
ときのみ, arctan(tanx) = xは−π

2
< x <

π

2
のときのみ, である.

例 2.4. 2 arctan(
√
2− 1)を求める.

θ = arctan(
√
2− 1)とおくと, 0 <

√
2− 1 < 1だから 0 < θ <

π

4
.

tan 2θ =
2 tan θ

1− tan2 θ
=

2(
√
2− 1)

1− (
√
2− 1)2

=
2
√
2− 2

1− (3− 2
√
2)

=
2
√
2− 2

2
√
2− 2

= 1.

0 < 2θ <
π

2
で tan 2θ = 1となるのは 2θ =

π

4
.

問 2.3. 次の値を求めなさい.

(1) 5 arcsin

√
3

2
− 4 arccos

√
2

2
. (2) 7 arccos

(
−
√
3

2

)
− arccos

(
−1
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)
. (3) 5 arctan 1 + 7 arctan

1√
3
.


